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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

洗浄後の角層に残る洗浄剤の確認

実験
Experimental

試料：テープストリッピング法で採取した角層とそのテープ 角質チェッ
カー・SEBUシート│日本アッシュ株式会社 (j-asch.co.jp)視野：500μm角対象物
質：ネガティブ ミリスチン酸227.2m/z、13Cが1原子のみ置換されたミリスチン
酸228.2m/z ポジティブ カルシウム 40m/z

結果と考察
Results and Discussion

標準スペクトルによりNegativeにて228m/zにピークが生じることを確認した。具
体的には、皮膚片からミリスチン酸228m/z検出されており、微量で部分的に存在
していた。皮膚片の下面(テープ近傍)から検出されており、皮膚片の上面からは検
出されていないことから、皮膚表面が露出されている部分があれば検出可能である
ことがわかった。
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